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令和３年度事業報告について 

 

１ 設立目的及び概況 

 （１）設立目的 

当法人は、日田市公民館の設置及び管理に関する条例に掲げる公民館（中央公民館を除く。）、

日田市中津江ホール及び日田市大山文化センター（以下「公民館等」という。）の管理運営及び公

民館等において各種の事業を行うことにより、市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

もって市民の生涯学習活動の振興、市民参加のまちづくりの促進に寄与することを目的とする。 

（２）概況 

   ア 設立年月日 

       平成 23年 2月 16日 

   イ 基本財産 

      基本財産は、300万円（全額日田市出資）である。 

ウ 実施事業 

 （ア）日田市から指定を受けた公民館等の管理運営 

（イ）市民に対する多様な学習機会の提供 

（ウ）市民の学習成果の評価・発表・活用に関する事業 

（エ）市民参加のまちづくりの促進に関する事業 

（オ）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 

２ 評議員及び役員（理事、監事）に関する事項 （令和４年３月末現在） 

 （１）評議員   (任期 4年) 令和４年６月の定時評議員まで                                       

役  職 氏  名 就任年月日 

評議員 村井 尚 令和元年１２月５日 

評議員 長尾 秀吉 平成３０年６月２９日 

評議員 橋本 成人 平成２５年６月１９日 

評議員 高瀬 博 平成３０年６月２９日 

評議員 工藤 典子 平成２３年５月３１日 

評議員 園田 匠 平成３０年６月２９日 

評議員 後藤 浩介 令和３年６月３０日 

評議員 橋本 哲治 令和３年６月３０日 

評議員 河野 徹 令和元年６月２８日 

 



（２）理事   (任期 2年) 令和４年６月の定時評議員まで 

役  職 氏  名 就任年月日 

代表理事 

（理事長） 
三笘 眞治郎 平成２６年７月２２日 

副理事長 森 弘子 平成３０年６月２９日 

理  事 藤井 維清 平成３１年４月１２日 

理  事 坂東 和敏 平成３０年６月２９日 

理  事 千原 康男 平成３０年６月２９日 

理  事 仁田野 繁昌 平成３０年６月２９日 

理  事 三俣 壽磨子 平成３０年６月２９日 

理  事 衣笠 雄司 令和３年６月３０日 

常務理事 園田 恭一郎 令和２年８月３０日 

 

（３）監事   (任期 4年) 令和４年６月の定時評議員まで 

監  事 小ケ内  聡行 平成２３年２月１６日 

監  事 佐藤 髙城 令和３年６月３０日 

 

（４）職員 

区分 館長 主事 
事務 

局長 

事務 

局員 

臨時 

職員 

合 計 

 男 女 

地区公民館 ２０ ２０    ４０ ３1 9 

事  務  局   １ ２ １ ４  ３ １ 

合  計 ２０ ２０ １ ２ 1 ４４ ３６ ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 会議等の開催状況 

（１）  議員会、理事会、監査等 

開催年月日 開催 付議事項 審議結果 

6月 2日 監査 ・令和２年度事業及び決算の監査 適正 

6月 21日 

第 1回定例 

理事会 

(書面決議) 

・令和２年度の事業報告と決算報告について 

・監査報告について 

・評議員、理事、監事の辞任に伴う後任候補者推薦に

ついて 

・定時評議員会の招集について 

理事全員の

同意により

承認 

6月 30日 

定時 

評議員会 

(書面決議) 

・令和２年度の事業報告と決算認定について 

・理事の選任について 

・監事の選任について 

・評議員の選任について 

評議員全員

の同意に 

より承認、 

選任 

１月 19日 
第 1回臨時 

理事会 

・理事長等の職務執行状況報告について 

・令和３年度収支予算補正第 1号について 

・館長採用について 

・評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

承認 

2月 8日 

第１回臨時 

評議員会 

(書面決議) 

・理事長等の職務執行状況報告について 

・令和３年度収支予算補正第 1号について 

評議員全員

の同意に 

より承認 

3月 23日 
第 2回定例 

理事会 

・令和４年度事業計画について 

・令和４年度収支予算について 

・職員就業規則の一部改正について 

・館長採用について 

・評議員会の招集について 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

3月 29日 
第 2回臨時 

評議員会 

・令和４年度事業計画について 

・令和４年度収支予算について 

・職員就業規則の一部改正について 

・4月１日の館長配置について 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

 

 

 

 



（２）  人事委員会 

館長採用 

新規採用試験 

(選考採用) 

・三芳、高瀬公民館長 

 10月 1日  ２期目の任期が満了する上記の公民館運営委員会へ  

館長候補者推薦依頼 

 1月 12日 各公民館運営委員会から推薦のあった候補者の面接 

を行い、両名とも採用することに決定 (4月 1日採用) 

・三花公民館長 

2月 8日  館長から 3月 31日をもって退職したいとの願が提出 

        され、受理 

2月 9日 三花公民館運営委員会へ館長候補者推薦依頼 

2月 21日 三花公民館運営委員会から候補者の推薦 

3月 1日 面接の結果、採用することに決定 (4月 1日採用) 

２期目への 

継続試験 

・光岡、大山公民館長 

 12月 7日 3年間の自己評価シート提出通知 

1月 12日 面接試験の結果、両名とも継続採用することに決定 

 (４月１日採用) 

 

 

（３）  事務局 

諸会議 

・館長主事合同会議 (4月 9日) 

   市の関係機関から令和３年度事業説明 

   事務局から令和３年度予算等について説明 

・ブロック長・次長会議   毎月２５日開催 

・館長会議          毎月 １日開催 

・主事会議           毎月１０日開催 

6月 18日 各館修繕要望箇所の現地確認  (修繕箇所は別紙) 

11～12月 
各館事務検査 

  概ね良好に処理されていた。 

 

 

（４）  新型コロナウイルス感染対策関係 

4月 23日 コロナ感染拡大に伴い、各館に総会等の書面開催の検討を指示（日田市からの要請）。 

4月 28日 

コロナ感染拡大防止のため、大声での発声、歌唱等を伴う活動の自粛を指示（日田市か

らの要請）。 

期間は 4月 30日から 5月末まで 

※その後、期間延長が繰り返され、最終的に 9月 26日まで続けられた。 

6月 1日 職員の勤務時間中のコロナワクチン接種については、職務免除扱いとすることを通知。 



10月 

１日,12日 

館長会議・主事会議にて、コロナ感染拡大防止のため制限していたスクールバス及び貸

切バスの利用再開について説明（日田市からの通知）。 

※10 月１日より、大分県の感染状況の評価（ステージ）や移動先（市内・県内・県外）の

状況に応じ設定された基準により運行可となる。 

12月 1日 
「公民館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」の改訂に伴い公民館の

利用制限（収容人数等）が緩和される。（日田市からの通知） 

1月 18日 

日田市からの通知により、以下の２点を指示 

・コロナ感染拡大防止のため、大声での発声、歌唱等を伴う活動の自粛。 

期間は 1月 31日まで 

※その後、期間延長が繰り返され、3月 31日まで続けられた。 

・12月 1日から緩和されていた公民館の利用制限を強化（緩和前の基準に戻す） 

 

 

（５） 職員研修 

① 研修推進委員会開催状況 

6月 25日 令和２年度の反省と令和３年度研修計画について 

7月 26日 令和３年度研修計画について（計画の検討） 

8月 25日 令和３年度研修計画について（計画決定） 

② 研修実施状況                     

研修名 主催者 会場 期日 館長 主事 

新任職員研修 事業団 アオーゼ 4 月 6・7 日 7 1 

新任職員研修（現地視察） 事業団 市内各公民館 4 月 8・9 日 9 1 

大分県公民館関係職員研修会 
県公連 

県立図書館 
オンライン 5 月 27 日 2 4 

新任社会教育行政職員・新任社

会教育主事研修会 
県教委 県立図書館 6 月 4 日 10 2 

大分県公民館テーマ別研修① 
県公連 

県立図書館 

別府市中央公民

館 
7 月 16 日 1 2 

大分県社会教育主事専門研修会 県教委 県立図書館 7 月 28 日  4 

（公社）大分県人権・部落差別

解消教育研究協議会 

第１回出前オープン講座 

県人権・部落

解消教育研

究協議会 

アオーゼ 

（オンライン） 
8 月 4 日 8 14 

Ｄブロック館長主事研修 

 災害時の公民館運営 
事業団 

天瀬公民館及び

被災地 
8 月 26 日 3 3 

第 60 回社会教育研究全国集会

（南三陸大会） 

社会教育研

究全国集会

実行委員会 

アオーゼ、中津

江公民館 

(オンライン) 

8 月 29 日 1 3 



大分県公民館テーマ別研修② 
県公連 

県教委 
野津中央公民館 9 月 10 日  2 

主事研修① 

「社会教育・生涯学習の基礎知

識」リモート開催 

事業団 
アオーゼ 

（オンライン） 
9 月 10 日  19 

第 61回社会教育研究全校集会実

行委員会結成総会・学習会 

社会教育研

究全国集会

準備会事務

局 

アオーゼ 

（オンライン） 
9 月 20 日  4 

第 60回社会教育研究全国集会閉

会集会 

社会教育研

究全国集会

実行委員会 

各館オンライン

参加 
9 月 25 日 1 5 

主事研修② 

「青少年教育の基礎知識」リ

モート研修及び Zoom 研修 

事業団 
各館オンライン

参加 
10 月 1 日  20 

主事研修③ 

「公民館の基礎知識」リモート

開催 

事業団 
アオーゼ 

（オンライン） 
10 月 10 日  21 

第７２回大分県公民館研究大会 
県公連 

県教委 

由布市はさま未

来館、挟間庁舎 
10 月 28 日 10 17 

Ｃブロック館長研修 

 五和地区文化財視察 
事業団 五和地区内各所 10 月 29 日 5  

令和３年度社会教育・生涯学習

関係職員専門研修会 

福岡県立社

会教育総合

センター 

福岡県立社会教

育総合センター 
11 月 17 日  6 

SDGｓ事業団職員研修 事業団 アオーゼ 11 月 19 日 18 19 

Ｄブロック館長主事研修 

 天瀬公民館事例発表 
事業団 

各館オンライン

参加 
11 月 26 日 5 5 

Ｄブロック館長主事研修 

 前津江公民館事例発表 
事業団 

各館オンライン

参加 
11 月 30 日 5 5 

館長研修① 第 72回九州公民館

研究大会(第7分科会)防災や防犯

のまちづくり（動画視聴） 

事業団 アオーゼ 12 月 1 日 20 1 

主事研修④ 第 72回九州公民館

研究大会(第8分科会)コロナ禍に

おける公民館活動（動画視聴） 

事業団 アオーゼ 12 月 10 日  20 



職員人権研修（アオーゼ人権研

修）（動画視聴） 
社会教育課 

各館オンライン

参加 
１月 25 日 16 18 

Ｃブロック主事研修（会議） 事業団 アオーゼ 2 月 3 日  5 

令和３年度「全国家庭教育支援

研究協議会」、「公民館フォー

ラム」合同大会 

文部科学省 
アオーゼ 

（オンライン） 
2 月 4 日 2 2 

館長研修 

「江戸時代と日田」 
事業団 豆田周辺 3 月 3 日  17 

合  計  ( ２７ 研修 ) 
123 220 

343 

※人数は事務局職員を含む。 

 

 

（６） 公民館運営委員会連絡会 

7月 30日 

・第１回連絡会  (書面開催)  

  事業団からの報告事項 

    令和２年度の事業及び決算報告について 

    令和３年度の事業計画及び予算について 

  審議事項 

    役員改正について（前役員全員を再任） 

10月 28日 

・大分県公民館研究大会 

  会場  由布市挟間町 

  委員(各地区館運営委員会長)の参加を予定していたが、コロナ感染予防で

参加人数制限が行われたため、連絡会からの参加はなし。 

 



令和3年度地区公民館事業の実施状況

世帯数
人口

R3.3.31
高齢化率

R3.3.31
広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

咸宜っ子体験教室 11 214 成人セミナー 9 165 敬天セミナー 9 163 成人セミナー 1 15 子育てサロン 8 284 みどりの教室 4 61

放課後子ども教室 6 140 ちょっとスパイシーな料理教室 3 37 初心者のためのスマホ教室 9 123 敬天セミナー 1 10 咸宜っ子体験教室 1 16

すずめの学校 10 212

2 17 354 2 12 202 3 28 498 0 0 0 1 8 284 1 4 61 0 0 0

チャレンジスクール 9 96 男の料理教室 6 35 遊学館寿考教室 7 66 町内人権学習会 1 47 桂林環境学習事業 5 52

子ども料理教室 3 27 遊学館女性セミナー 8 111 遊学館女性セミナー 1 12 チャレンジスクール 3 33

桂林学びの教室 9 229 スマホ講座 6 123 ぶらりと歩こう会 1 22

チャレンジスクール 1 9

3 21 352 3 20 269 1 7 66 1 1 47 0 0 0 1 5 52 0 0 0

ひのくまＳＳＴ俱楽部 9 218 成人セミナー 5 74 高齢者セミナー 5 74 人権学習（共催） 1 11 学校支援（三隈川サミット） 1 51 学校支援（三隈川サミット） 1 51

料理教室 7 83 高齢者セミナー 1 16 ひのくまＳＳＴ俱楽部 1 26

パソコン・スマホ活用講座（午前） 3 23 自主学習教室 1 11

パソコン・スマホ活用講座（夜間） 5 39 成人セミナー 1 13

1 9 218 4 20 219 1 5 74 1 1 11 0 0 0 0 0 0 1 1 51

椋の木体験教室 7 59 そば打ち教室 5 45 寿考教室 6 71 町内・団体人権学習会 1 5 子育て応援講座 5 78 椋の木体験教室 1 10 若宮小学校支援事業 81 148

若宮放課後子ども広場 11 286 女性セミナー 8 128 若宮すずめの学校 12 164 自主学習教室 1 16

土曜学びの教室 10 83 スマホ教室（3回×2講座） 6 53 椋の木体験教室 1 6

夏休み子ども広場 5 50 ウォーキング教室（3回×2講座） 6 48 放課後子ども広場 1 18

音楽会 1 34 女性セミナー 2 37

寿考教室 1 16

4 33 478 5 26 308 2 18 235 1 1 5 1 5 78 1 81 148

コスモスっ子教室 8 76 成人セミナー 7 70 久津姫クラブ 5 109 町内人権学習会 1 24

ステップ教室 22 357 すずめの学校 10 264 成人セミナー 2 18

女性セミナー 1 1 認知症予防事業 20 152 コスモスっ子教室 1 10

パソコン教室 6 59 女性セミナー 1 1

久津姫クラブ 1 16

1 8 76 4 36 487 3 35 525 1 1 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高瀬みどりの少年団 16 384 女性セミナー 9 138 スマホ駆け込み寺 15 101 町内・人権学習会 2 38 子育て支援講座 1 6 高瀬みどりの少年団 4 27 学校支援事業 6 26

たかせチャレンジ教室 5 51 男の料理教室 5 36 高瀬みどりの少年団 1 17

ふるさと探訪 1 30 女性セミナー 1 15

プログラミング教室 2 12

夏休み学び塾 8 170

5 32 647 2 14 174 1 15 101 1 2 38 1 1 6 0 0 1 6 26

光岡ヒカリっ子塾 12 299 てるおか女性セミナー 8 92 光岡老人大学 6 183 吹上町人権学習会（共催） 1 33 子育て講座 1 40 てるおか女性セミナー 1 16 学校支援協育事業 4 25

光岡夏休み学びの教室 7 194 男の厨房 17 112 光岡すずめの学校 18 182 光岡ヒカリっ子塾 2 40 子育てサロン（共催） 5 159 光岡老人大学 1 26

第1回パソコン（スマホ）講座 5 45 自主学習教室合同開講式 1 18

第2回パソコン（スマホ講座） 5 50 光岡老人大学 2 71

てるおか女性セミナー 1 6

2 19 493 4 35 299 2 24 365 1 1 33 2 6 199 0 0 0 1 4 25

あさひチャレンジ俱楽部 9 186 あさひレディースセミナー 6 45 朝日大学 3 79 町内人権学習会 3 63 家庭教育講演会 1 93 あさひチャレンジ倶楽部 3 60

あさひトラック＆フィールド 33 341 男の料理塾 6 22 家庭教育講演会 1 93

あさひステップ＆スロージョギング教室 17 125 あさひレディースセミナー 1 6

成人セミナー 2 8

2 42 527 4 31 200 1 3 79 1 3 63 1 1 93 0 0 0 0 0 0

三花チャレンジ教室 11 141 みはな女性セミナー 8 120 暁大学 1 194 町内人権学習会 4 85 子育てサロン 2 32 花いっぱい運動 7 246 ミシン指導補助 1 8

男の料理教室 8 49 三花チャレンジ教室 2 26 クバーラ指導 1 2

音楽の夕べ 1 36 暁大学 1 37

1 11 141 3 17 205 1 1 194 1 4 85 1 2 32 1 7 246 2 2 10

わんぱく教室 5 54 パソコン教室 10 66 生き生きクラブ 4 49 人権研修会 1 20 おとな塾 1 12 環境学習会 1 14 学校支援 5 123

ありた陸上教室 40 172 西有田アカデミー 2 20 ウォーキング教室 5 70 女性セミナー 2 14

遊食教室 6 32

女性セミナー 6 46

ヤンチャクラブ 3 20

2 45 226 5 27 184 2 9 119 1 20 1 1 12 1 1 14 1 5 123

※黄色部分は再掲（事業数、回数、延べ人数の合計にはカウントされません。）

31

10 西有田 1,172 2,940 33.4 12 19

9 三花 1,910 4,594 29.1 6

21

8 朝日 742 1,823 38.2 12 41

7 光岡 3,637 8,585 26.7 9

6 高瀬 1,551 3,694 37.0 12 39

5 三芳 2,280 5,303 35.3 12

3 日隈 1,771 3,921 30.5 6

100

35

4 若宮 1,504 3,201 34.0

2 桂林 1,980 4,363 31.3 14 85

1 咸宜 4,097 9,020

No. 公民館
地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　社会人権・同和学習 6　環境学習 7 学校支援

13 12

17

30.3 6

5　家庭教育学習



10 西有田

9 三花

8 朝日

7 光岡

6 高瀬

5 三芳

3 日隈

4 若宮

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

ふるさと咸宜学 5 82 防災セミナー 2 82

世代間交流グラウンドゴルフ大会 1 56 運営委員会 2 41

35 895 6,926 0 0 0 0 0 0 2 6 138 2 4 123 48 974 8,586 319 1,411 2,703 4,114 1,293 12,700

すずめの学校 9 282 ぶらりと歩こう会 9 124 防災事業 1 52

32 814 5,731 1 9 282 0 0 0 1 9 124 1 1 52 44 887 6,975 283 1,357 2,224 3,581 1,170 10,556

運営委員会 2 12

15 355 3,772 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 12 24 393 4,357 214 1,213 2,433 3,646 607 8,003

防災学習 1 33

16 400 2,787 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 33 31 565 4,072 239 870 2,337 3,207 804 7,279

三芳見守り隊 1 290

19 555 4,546 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 290 0 0 0 29 636 5,948 123 1,266 1,743 3,009 759 8,957

淡窓ウォーク in たかせ 1 105

高瀬の歴史 1 12

18 463 3,230 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 117 0 0 0 31 535 4,339 75 1,158 1,084 2,242 610 6,581

放課後・土曜学習支援事業 10 194

男の居場所 13 94

光岡地区グラウンドゴルフ大会 1 96

22 689 6,328 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 24 384 37 802 8,126 240 602 887 1,489 1,042 9,615

0 0 運営委員会 2 10

.

9 420 2,002 0 0 0 0 0 0 1 2 10 19 502 2,974 64 803 634 1,437 566 4,411

すずめの学校指導者会議 1 22 自治公民館活性化会議 1 11

すずめの学校 49 307

16 314 1,946 2 50 329 0 0 0 1 1 11 0 0 0 29 409 3,199 165 1,509 1,451 2,960 574 6,159

西有田防災・防犯講演会 1 10

西有田ロビー展 6 440

運営委員会 3 29

18 364 2,721 0 0 0 0 0 0 3 10 479 33 463 3,898 63 795 813 1,608 526 5,506

8　自主学習教室 公民館合計11　ふるさとまつり 12　まちづくり事業 13　その他の事業 総数 貸館・その他10　その他の学習9　公民館まつり



世帯数
人口

R3.3.31
高齢化率

R3.3.31
広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

No. 公民館
地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　社会人権・同和学習 6　環境学習 7 学校支援5　家庭教育学習

ムクの樹体験クラブ 7 75 男の料理教室 7 66 生きがい大学 2 112 自治会長・人権啓発推進員学習会 1 12 子育てサロン 3 43 ひがしありた女性セミナー 1 14 東有田中学校ふれあい郷土料理教室 1 3

ムクの樹体験クラブジュニア 5 68 女性の料理教室 6 58 めだかの学校 16 214 自治会人権学習会 9 201

ありた陸上教室 37 175 ひがしありた女性セミナー 6 81 世代間交流グラウンドゴルフ大会 1 12 企業･行政人権啓発推進研修 1 11

パソコン教室 1 41 ムクの樹体験クラブ 1 18

ひがしありた女性セミナー 1 11

3 49 318 4 20 246 3 19 338 3 11 224 1 3 43 0 0 0 1 1 3

小野チャレンジ教室 8 91 男の肴教室 2 8 こととい大学 4 59 町内・団体人権学習会 1 14 防災講演会 1 39 小野公民館見学 1 5

わくわく教室 10 200 女性セミナー 8 73 殿町人権学習会 1 14 小野チャレンジ教室 2 27

わくわく教室プラス 8 207 成人セミナー 8 10 成人セミナー 2 35 わくわく教室プラス 2 48

自主学習教室代表者会議 1 9

3 26 498 3 18 91 1 4 59 1 1 14 0 0 0 0 0 0 1 1 5

大明チャレンジ教室 7 163 女性セミナー 3 54 寿大学 3 80 町内人権学習 2 27 子育て応援講座 3 73 大明チャレンジ教室 4 54

陶芸教室 1 3 男性料理教室 6 28 女性セミナー 1 14

中学生ボランティア 2 2 成人セミナー 3 116

スマホ・ICT教室 7 70

3 10 168 4 19 268 1 3 80 1 2 27 1 3 73 0 0 0 0 0 0

大明チャレンジ教室 7 56 ふるさとの歴史学習会 12 122 夜明寿大学 4 69 企業行政人権啓発推進員研修会 1 3 大明チャレンジ教室 3 24

大明児童の通学合宿代替事業 1 6 成人セミナー 1 8 部落差別解消推進地域研修会 1 12

中高生ボランティア 2 2 料理教室 3 28 夜明寿大学 2 27

パソコン教室 3 19

女性セミナー 2 17

3 10 64 5 21 194 1 4 69 2 2 15 0 0 0 0 0 0

五和チャレンジ教室 9 74 成人セミナー 4 40 幸齢者マナビ塾 8 39 部落差別解消推進地域研修 1 24 花いっぱい運動 2 14 チャレンジ寺子屋 3 43

女性セミナー 9 105 幸齢者教室 4 29 暮らしの中に豊かな人権感覚を 1 9

男の料理教室 9 107

よるごはん 9 93

1 9 74 4 31 345 2 12 68 1 1 24 0 0 0 0 0 0 1 3 43

まえつえジュニア俱楽部 13 320 まえつえセミナー 4 67 幸齢者学級 4 79 前津江町人権学習会 1 19 家庭教育・幼児学習支援業 6 61 まえつえ環境学習会 5 136 学校支援事業 1 27

男の料理教室 4 21 めだかの楽公 22 256 まえつえジュニア俱楽部 1 14 まえつえセミナー 2 46

女性セミナー 30 157 幸齢者学級 1 21 まえつえジュニア俱楽部 6 77

スマートフォン講座 3 7 学校支援事業 1 27 女性セミナー 1 17

女性セミナー 1 8 学校支援事業 1 18

1 13 320 4 41 252 2 26 335 1 1 19 1 6 61 1 5 136 1 1 27

津江っ子チャレンジクラブ 7 29 料理教室 8 58 いろいろチャレンジ＆寿学級 6 82 企業・行政人権啓発推進研修会 1 2 絵画教室 3 29 津江中学校防災学習 1 40 津江中学防災学習 4 152

せいま先生の体操教室 2 42 スイーツ教室 6 58 中津江村人権講演会 1 31 体操教室 3 30 津江っ子チャレンジクラブ 1 3

女性の健康づくりと学びの教室 10 80 津江っ子チャレンジクラブ 2 7 人形劇上映会 1 27

いろいろチャレンジ＆寿学級 2 30

料理教室 1 6

2 9 71 3 24 196 1 6 82 2 2 33 3 7 86 0 0 0 1 4 152

津江っ子チャレンジクラブ 7 64 女性セミナー 4 39 たかさご学級 2 66 上津江人権講演会 1 39 家庭教育学習 7 86

せいま先生の体操教室 2 42 料理教室 3 33 日田市人権問題連続講座 1 17

環境・文化講座 4 40 津江っ子チャレンジクラブ 2 16

女性セミナー 1 9

2 9 106 3 11 112 1 2 66 2 2 56 1 7 86 0 0 0

大山っ子チャレンジ教室 9 145 料理教室 5 29 いきいき大学 7 102 企業行政人権啓発推進委員研修会 1 2 自然観察会 3 17 学校支援 2 109

中学生ボランティアスタッフ 6 18 女性セミナー 6 51 自治会・町内人権推進委員・民生委員・公民館職員研修会 1 22 大山っ子チャレンジ教室 6 108

スマホ講座 10 55 大山町人権講演会・男女共同参画セミナー 1 33

女性セミナー 1 5

いきいき大学 2 22

南部地区人権学習会 1 13

2 15 163 3 21 135 1 7 102 3 3 57 1 3 17 1 2 109

teamあまがあせ 7 31 ザ☆男メシ 6 39 寿学級 16 226 地域人権学習会 1 30 学校支援事業 1 48

輝（キラキラ）塾 8 89 あまがせ笑楽康 20 250 teamあまがせ 1 4

天瀬歴史探訪 1 38 サークル笑顔 19 192 輝（キラキラ）塾 1 7

スマホ教室 4 32 寿学級 3 79

パソコン教室 8 45

成人セミナー 1 11

1 7 31 6 28 254 3 55 668 1 1 30 0 0 0 0 0 0 1 1 48

27,404 62,841 35.5 203 848 44 394 5,325 75 472 4,640 33 283 4,123 25 41 825 15 50 1,053 6 25 526 14 112 770

0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 64 980 0 0 0 24 50 808 0 0 0

44 394 5,325 75 472 4,640 33 283 4,123 75 105 1,805 15 50 1,053 30 75 1,334 14 112 770

上津江 354 689 52.8

再掲

再掲を含む計

合計

50

20 天瀬 1,860 4,036 50.8 7 42

19 大山 949 2,379 43.0 6

12 15518

17 中津江 337 699 51.8 10

11

16 前津江 372 889 48.1 6 26

15 五和 1,131 2,420 45.5 13

10

32

14 夜明 352 822 44.7 17 17

13 大鶴 511 1,196 49.7 12

83

12 小野 290 678 49.1 12 22

11 東有田 604 1,589 49.1 6



No. 公民館

上津江

再掲

再掲を含む計

合計

20 天瀬

19 大山

18

17 中津江

16 前津江

15 五和

14 夜明

13 大鶴

12 小野

11 東有田

教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

8　自主学習教室 公民館合計11　ふるさとまつり 12　まちづくり事業 13　その他の事業 総数 貸館・その他10　その他の学習9　公民館まつり

運営委員明 4 37

ムクの樹体験クラブ保護者説明会 1 17

ムクの樹ジュニア保護者説明会 1 6

めだかの学校サポーター研修打合せ 1 11

9 200 986 0 0 0 4 7 71 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 310 2,229 89 841 542 1,383 399 3,612

壮年会連絡会（資料送付） 1

ハナウエタイ活動 4 46

小野の歴史冊子作製 4 12

防災講演会 3 77

5 88 696 0 0 0 0 0 0 0 0 4 12 135 0 0 0 18 150 1,498 64 445 290 735 214 2,233

静修そばうち道場 7 82 ぼうさいキャンプ 1 18

13 209 1,292 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 82 1 1 18 25 254 2,008 218 1,260 1,697 2,957 472 4,965

幼老共生事業 1 40

地域活動支援　夜明地区社協 1 30

地域活動支援　夜明史談会 7 17

地域活動支援　三日月サークル 16 140

地域活動支援　桜守の会 3 25

9 321 2,925 0 0 0 0 0 0 5 28 252 0 0 0 25 386 3,519 171 1,179 1,297 2,476 557 5,995

もちつき大会 1 87

22 470 3,104 1 1 87 0 0 0 32 527 3,745 148 826 1,186 2,012 675 5,757

0 男女共同参画講座 1 19 あいさつ運動 11 495 スポーツ交流会 1 50

地域活性化事業 4 73

13 149 926 1 1 19 0 0 0 2 15 568 1 1 50 28 259 2,713 159 516 957 1,473 418 4,186

中津江公民館教室発表会 1 125 JAZZコンサート 1 61 独学のすすめ 19 60 中津江ホールウォーキング大会 1 34

県立芸術文化短期大学地域巡回演奏会 1 73 中津江上津江復興祭支援 1 2

津江小中ピアノコンサート 1 70 中津江村ふるさとまつり支援 1 350

村松健ピアノコンサート 1 61

中村真JAZZデュオ 1 60

13 204 1,991 1 1 125 5 5 325 0 0 0 3 21 412 1 1 34 35 284 3,507 93 952 745 1,697 377 5,204

上津江産業文化祭 1 470 上津江スポーツ大会 2 49 運営委員会 4 30

まちづくり支援 2 43

13 135 1,258 0 0 0 1 1 470 2 4 92 1 4 30 26 175 2,276 8 38 27 65 183 2,341

日田市博物館企画展 1 22 若者交流支援 1 11 運営委員会 3 24

おとう飯出展展示 1 21 高齢者交流支援 2 21 常任委員会 1 21

大山ウォーキング大会 1 140 公民館リニューアオープン記念 1 53

１00のコトへの挑戦 1 9

19 295 2,077 2 2 43 0 0 0 4 5 181 3 5 98 39 358 2,982 34 281 133 414 559 3,396

0 0 地域活性化事業 4 387

27 495 2,305 0 0 0 0 0 0 1 4 387 0 0 0 40 591 3,723 172 2,502 1,003 4,739 763 8,462

343 7,835 57,549 1 1 125 15 74 1,069 1 1 470 30 116 2,876 19 56 1,323 621 9,460 80,674 2,941 19,824 24,186 45,244 12,401 125,918

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 74 114 1,788 0 0 0 0 0 1,788

343 7,835 57,549 1 1 125 15 74 1,069 1 1 470 30 116 2,876 19 56 1,323 695 9,574 82,462 2,941 19,824 24,186 45,244 12,401 127,706



 

 

 

 

令 和 ３ 年 度 

 

 

事 業 評 価 
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一般財団法人 日田市公民館運営事業団 



利用状況 広報活動 主催講座

咸宜

咸宜校区住民に対し、実際生活
に即した教育・学術・文化に関す
る各種事業を提供すると共に、多
くの人々の参加を促し、ともに集
い、ともに学び、ともに生きる喜び
を共有し、地域の課題を考え解決
する学習の拠点とします。

主催事業や自主学習
教室利用の他、貸館
利用も多いなかコロナ
感染症対応までをして
おり、平常時よりも施
設管理に手間がか
かっている。また、電
話や来館者対応にも
気をつけており、現状
の体制では維持が
やっとではないかと考
えている。今後は各作
業の効率・簡略化を図
り、職員の負担軽減を
目指したい。

世帯配布での隔月発
行を継続している。事
業の案内などを考える
と毎月発行のタイミン
グが望ましいが、印刷
枚数も多く、実行は難
しい。今後は案内を公
民館だより掲載にタイ
ミングを合わせることを
検討する。

年度前半は自粛期間
があり、解除後に遅れ
た分の事業実施を
行った為、年明けから
かなりタイトなスケ
ジュールとなった。年
間計画達成にかなり
努力をした。

R3年度も新型コロナ感染症の影響はあったものの、
青少年教室のキャンプやバス研修旅行及び公民館
祭り以外は、ほぼ計画通りに事業を進めることができ
た。また、コロナ禍ではあったが、「咸宜放課後子ども
教室」や「初心者のためのスマホ教室」を新規に開設
することもできた。とりわけ、スマホ教室は大人気で、
希望者が多く、第３回まで実施した。全般的に参加人
数の制限等、いろいろと制限があり、参加者は例年よ
り少なかったものの、例年に近い事業が実施できたこ
とは評価してよいのではないか。しかし、この状況は
まだ当分は続きそうであることから、次年度は当年度
の感染対策を活かしながら事業を開催していく必要
がある。

【職員対応】
引き続き、利用者目線での公民館運営に努めていく。

【運営方針】
地区住民から公民館活動に対する一定の評価を得て
いるが、住民構成の変化に応じる為に常に見直し続け
る。

【広報活動】
近年、世帯配布化やカラー化などを進めてきており、反
応を見る限り効果が出ている。限られた人員であるた
め、更なる改善には印刷機の性能向上等も必要。

桂林
桂林公民館は、地区住民の「教養
の向上・健康の増進・情操の純
化」を図り生活文化の振興と社会
福祉の増進に寄与することを目的
に運営してきました。今年も建設
時に名づけられた「遊学館」という
名前の様な施設となるよう、地区
住民の皆さんが、気軽に公民館
へ足を運び、集まった人々がそこ
で共に学び合い、そして交遊を深
めあう地域の拠点となるよう公民
館活動を展開します。

主催事業回数や人数
は増加したものの、利
用制限などもありコロ
ナ禍以前の人数には
戻っていない。自主学
習教室も回数は増え
ているものの、参加者
が減少しているため参
加者数は伸びていな
い。募集や声掛けで
参加者を増やしていく
必要がある。

公民館活動について
は広報やHPで広く周
知できているが、地域
情報等の発信が少な
いと感じている。今後
は各自治会などと連
携して、地域の情報発
信も心がけていきた
い。

新規事業を増やした
が、すぐに定員いっぱ
いになる好評な事業
が多かった。予定して
いたバス研修などが、
感染拡大により開催で
きなかった。予定して
いた計画を柔軟に変
更していくよう努めて
いかないといけない。

令和2年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対
策を講じながらの活動となった。主催事業では参加
者の方が安心して参加頂けるように募集人数に定員
を設け、密にならないよう換気を行いながら活動し
た。子ども料理教室や女性セミナー、スマホ教室に
防災事業など新規事業を多く開催したことで、今まで
公民館事業に参加したことのない方が参加するな
ど、新しい利用者の獲得ができた。また、通年事業を
増やし、地区住民同志の交流も図ることができた。
　ほぼ計画通りに事業を進めることができたが、コロ
ナ感染拡大の為バス利用ができなくなり最後で内容
変更となった事業もあったことから、年度途中でも柔
軟に計画を変更する必要性を感じた。

【職員対応】
地域住民の要望に沿った事業が展開できるよう、また丁
寧な接客を心がけたい。

【運営方針】
方針に沿った事業や活動を行っている。

【広報活動】
月に1回ペースで発行する事ができた。また、世帯配布
はモノクロで、回覧板はカラーで発行するなど予算内で
できている。

運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

三芳
日隈公民館は地区公民館として、
日隈校区の人々に対して教育・文
化・健康に関する各種事業を提供
するとともに、地域コミュニティの
核として、地域の課題である防災
対策意識や人権意識の向上、そ
して、地域と社会をつなぐ事業の
推進をとおして「地域はひとつ・み
んなでつくる日隈校区」をめざす。

新型コロナウイルスの
感染を危惧して、利用
者は令和２年度に続き
例年より低い水準と
なった。会議や話し合
いなどの場としての施
設利用が減り、主催事
業としても部屋の利用
人数制限などで実施
時期が合わず、断念し
た講座もあった。オン
ラインを活用した利用
等、今の状況に応じた
新たな利用方法を模
索する。

毎月発行の広報に
は、ただ流し読みする
だけではない工夫を
今後取り入れていく。
HPの更新に関しても
講座やイベント毎に、
HPの更新をするなど、
今後心がけていきた
い。

新型コロナウイルスの
影響でバス研修等、
多人数で移動を行うよ
うな事業は全面的に
中止または内容が変
更になったため、他の
講座との調整をするた
めに他の講座の実施
内容にも影響し、総じ
て年度当初計画通り
に実施することが困難
であった。変更を前提
に、もしくは変更をしな
くても良い内容を今後
計画していく。

令和２年度に続き、令和３年度も新型コロナウイルス
の影響を受け、当初計画の通りの実施が行えなかっ
た。施設利用に関しても、前年度と比べると徐々に活
気を取り戻しつつあるが、未だウイルスに対する影響
は深く根付いており、払拭するのは厳しく、コロナウイ
ルス影響下であっても公民館で実施できる事業や講
座を今の様式に合わせて計画していく必要がある。
ただし、今までの公民館活動は継続した上で、新た
なる様式も行えるよう、参加者・利用者の立場から計
画していく事が重要なのではないかと考える。
　令和４年度事業では、オンラインなど、今の様式を
取り入れるにあたり、様々な試行錯誤を行っていくべ
く、職員の知識向上にも努めていきたい。

【職員対応】
利用者に対し、利用しやすいよう丁寧に説明し、スムー
ズな対応が出来た。

【運営方針】
運営方針に沿って、公民館事業を展開している。

【広報活動】
新型コロナウイルスの影響により、地域のイベントや公
民館講座は例年と比べ減少傾向にあるが、それに代わ
る話題やみて楽しむ要素を加えていく事で、地域の
方々へ公民館活動等アピールできた。高齢化率や世帯
数の増減表も継続していく。

光岡
光岡公民館の基本理念である「心豊かな
活力ある人づくり まちづくり」推進のた
め、地域の方々との密接な繋がりを大切
にし、地域住民が主体的に運営に関わる
ことで、生涯学習社会における地域の教
育機関としての役割と、地域の人々の交
流の場、人づくり・まちづくり活動の拠点と
しての役割を果たしていきます。
　日田市教育行政方針及び事業団の目
的に沿うよう、幼児期から高齢期まで、教
育、文化に関する各種事業と、社会環境
の変化に伴う様々な課題に対し自ら関わ
りながら、ともに学び・ともに集い・ともに結
び合う環境づくりを推進し、地域の皆で力
を合わせることのできる公民館運営に努
めます。

新型コロナウィルスの
影響により5月まで臨
時休館となり、事業回
数、参観者数ともに大
きく減少した。今後もコ
ロナの感染情勢は不
透明なことから、コロナ
に対応した事業実施
が求められる。

公民館報について
は、おおよそ計画通り
に実施できたが、ホー
ムページの更新が減
少したため、来年度は
更新回数の増加に努
めたい。。
　　また、地域行事に
はより一層取材をして
掲載したい。

新型コロナウィルスの
影響により、参加者減
がある事業もあり、コロ
ナに対応した事業企
画が必要である。
　また、主催事業につ
いては、受講者の固
定化がみられるため、
新陳代謝ができるよう
な試みも必要。
　新しい受講者を獲得
できる新規事業の立
案もしなければならな
いと思われる。

新型コロナウィルスの感染情勢が不安定であるため、
これまで通りの事業実施では様々なリスクを負う可能
性があるため、公民館事業において新型コロナウィ
ルスに対応した事業展開を検討しなければならい。
　主催事業全般として、アンケートによる受講者の満
足度は高いが、受講者のマンネリ化や減少傾向がみ
られ、講座内容や取り組みの改善が必要。
　平素より、今日の社会情勢や公民館利用者や受講
者との会話にアンテナを張り、求められる公民館事業
の企画が急務である。
　また、学校のコミュニティスクール導入や公民館事
業の多様化により、地域人材による活動支援が重要
であり、光岡っ子お助け隊（人財バンク事業）などの
登録数拡大が急務であり、主催事業受講者はもちろ
ん、地域の人材発掘・育成に重点を置いた取り組み
を行いたい。

【職員対応】
　公民館利用者に対して適正な対応ができている。今
後も掲示物などの工夫を行い、さらに利用しやすい環
境づくりに努める。

【運営方針】
公民館として社会教育法や社会教育理念に基づいた
学習機会の提供はもちろん、近年多発する自然災害や
疫病災害など、地区住民に大きな影響を与える事象へ
の備えについて学習や啓発を行うなど、時世に合った
運営を行わなければならない。

【広報活動】
掲載記事には、公民館事業だけではなく地域の様々な
情報を発信するなどしているが、さらに地域活動等の記
事を増やしたい。
　若者層への周知を目的に、facebookなどのSNSを利用
した情報発信も必要である。
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三花
少子高齢化や人口減少が進み、
まちづくり・地域づくり・人づくりが
大きな課題となっている。そのよう
な中、地域の特色を活かした事業
や地域の伝統文化を活かした取り
組みが積極的に行われている。
　今後とも、地区公民館が地域社
会の拠点として、自治公民館との
連携を図り、地区公民館の役割や
機能を最大限に発揮し、地区に
住む方が「夢を持ち人と地域が元
気なまち」となるよう努めてまいりま
す。

令和２年度は新型コロ
ナウイルスの影響で、
５月末まで公民館は閉
館となった。条件付き
で６月１日より開館した
ものの、感染対策を行
いながらの活動再開と
なった。事業に対して
の制限としては、宿泊
事業の中止、市外へ
のバスを使った視察
研修の中止、室内で
の講演会の中止など、
大きな影響が出た。そ
ういった中でも「検温」
「手指消毒」「利用名
簿への記入」「消毒」な
どを行いながら活動を
した。

地域の方と公民館を
繋ぐ広報活動は、有
効な手段である。魅力
ある紙面づくりを目指
し、参加者のコメントを
いれ、紙面の魅力アッ
プを図った。今後も自
治会などの協力を得
ながら、魅力ある広
報・ホームページ作り
に努めてまいります。

令和２年度は新型コロ
ナウイルスの影響で、
事業に制限はかかっ
たが、感染対策を行い
ながら活動を行った。
実施回数の増やせる
ものは回数を増やして
開催した。市外への視
察研修、バス研修、宿
泊体験などができず、
予算は全て執行でき
なかったが、工夫を行
いながら参加者の
ニーズを把握しながら
活動を計画した。

三花公民館の取り組みは、社会教育はもちろん、地
域振興につながる取り組みを積極的に推進してい
る。現在、少子高齢化・人口減少が進む中、住民同
士の希薄化が懸念される中、公民館活動が地域活
性化の一役を担っていると考えている。
　特徴的な事業として、「みはなすずめの学校」・「花
いっぱい運動」は地域課題に対応した取り組みとい
える。
　また、青少年事業「三花チャレンジ教室」はキャンプ
等の屋外活動を通し、自然と触れ合い、自然を守り、
育てる重要性など、次代を担う子供たちの育成に努
めるとともに、自信・やる気・そして感謝することなど、
多くのことを学んでもらった。
　このような取り組みや活動等を通し、地域に住む多
くの皆さんが、夢や希望・目標に向かって楽しく達成
できるような、確かな歩みとなるように、これからも公
民館がその責務と機能を最大限に発揮し、基本方針
である「夢を持ち人と地域が元気なまちづくり」の拠点
としての役割を果たしてまいります。

【職員対応】
公民館利用者に対しては職員から積極的に声をかけ
る。
利用した人が再度利用していただけるよう運営に心がけ
る。

【運営方針】
「夢を持ち人と地域が元気なまちづくり」スローガンのも
と、各種活動を通し社会教育並びに地域振興に繋がる
取組みが出来た。また、地域の次代を担う人材育成にも
取り組むことが出来た。

【広報活動】
「夢を持ち人と地域が元気なまちづくり」スローガンのも
と、各種活動を通し社会教育並びに地域振興に繋がる
取組みが出来た。また、地域の次代を担う人材育成にも
取り組むことが出来た。

日隈
日隈公民館は地区公民館として、
日隈校区の人々に対して教育・文
化・健康に関する各種事業を提供
するとともに、地域コミュニティの
核として、地域の課題である防災
対策意識や人権意識の向上、そ
して、地域と社会をつなぐ事業の
推進をとおして「地域はひとつ・み
んなでつくる日隈校区」をめざす。

今年度も昨年度に引
き続き、新型コロナの
感染予防のため中止
や縮小の事業、貸館と
なった。利用者数は昨
年度より増加している
が、引き続き感染予防
の対策を取りながら、
利用者が使いやすい
公民館を目指していき
たい。

令和２年度に比べ広報
の発行回数、ホーム
ページの更新回数共に
減少した。日隈公民館
だよりは、計画よりも１回
少ない発行となったが、
紙面は読み易い内容を
目指した。ホームページ
においても地域の話題
などをもっと取り上げて
いけるようにしたい。

各地域で行われている
「すずめの楽公」を主催
事業から外したため、開
催講座数の合計が減少
した。新型コロナウイル
スの感染拡大防止のた
め、感染拡大時期を見
ながらの事業展開となっ
たが、一部のバス研修な
どは実施することができ
た。

令和３年度も令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス
の影響のため、企画していた事業を計画通りに実施する
ことが難しく、内容の変更や中止など感染防止対策を考
えながら事業を実施する１年となった。
学校や地域のイベントも続々と中止となる中で、公民館と
学校・地域とのつながりが薄くならないよう広報等で発信
しながら、利用者のニーズを聞き、幅広い世代の方が来
館しやすい公民館を目指していきたい。

【職員対応】
公民館利用者などに対して、適切な対応を心がけた。

【運営方針】
コロナ禍で制限がかかる中ではあるが、公民館運営委員会、
学校、地域の各種団体などと連携して、公民館の運営方針
に従い事業展開を行っている。

【広報活動】
日隈公民館だよりは、計画よりも１回少ない発行となったが、
紙面は読み易い内容を目指した。ホームページにおいても
地域の話題などをもっと取り上げていけるようにしたい。
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若宮
令和２年度は新型コロナウイルス
の影響で、事業に制限はかかっ
たが、感染対策を行いながら活動
を行った。実施回数の増やせるも
のは回数を増やして開催した。市
外への視察研修、バス研修、宿泊
体験などができず、予算は全て執
行できなかったが、工夫を行いな
がら参加者のニーズを把握しなが
ら活動を計画した。

依然、コロナ禍ではあ
るが、休館にはならな
かったので年間利用
者は若干戻りつつあ
る。公民館利用者に
興味を持てるような講
座を行っていきたい。

地区の皆さんに読ん
でもらえるような内容
にすることを心掛けて
いるが、インパクトの強
い誌面にしないといけ
ないと思う。

公民館の利用制限が
ある中でも、新しくそ
ば打ち教室やウォー
キング教室を行うこと
ができた。続けていけ
れば良いと思う。

自主学習教室の受講生を増やす努力をしているが、
少なくなった教室もあり。自主学習教室自体が講師
の都合もあり次年度から教室減になる事は残念であ
る。

【職員対応】
地域の人のニーズに応えて声を聞き、公民館を利用す
る人を増やしていかなければならないと思っている。

【運営方針】
地域人材の育成・活用を図りながら、特色ある公民館活
動を実施し、活動を支援し、支えていく必要がある。

【広報活動】
多くの人が手にとって読むように、記事の内容や配列の
仕方を工夫。ホームページの更新については、微増で
あったが、もう少し地域の話題を取り上げたい

高瀬
新型コロナウイルス感染症防止の
ため、自粛の意識が広まったこと
から交流する意欲が活動に現れ
ていない傾向にある。公民館とし
て、コロナ禍でも地域住民が交流
していく方法を模索しながら提案
していきたい。

自主学習教室につい
ては、自粛要請で練
習が出来ず、発表の
場もないことから、１つ
教室を閉じることに
なった。

各事業を中心に公民
館だよりを月1回の
ペースで発行したが、
コロナ禍の影響で3月
の発行が出来なかっ
た。A3サイズの公民館
だよりが5回も発行でき
た。ホームページの更
新は昨年度よりでき
た。

主催事業について
は、コロナ禍で時期を
ずらすなど工夫しなが
ら実施したが、予定回
数を実施することがで
きなかった。

新型コロナウイルス感染症防止のため、自粛の意識
が広まったことから交流する意欲が活動に現れてい
ない傾向にある。公民館として、コロナ禍でも地域住
民が交流していく方法を模索しながら提案していきた
い。

【職員対応】
誰でも気軽に立ち寄れる公民館であるように、あいさつ
をはじめオープンな雰囲気づくりに努めた。
新型コロナウイルス感染症の予防を徹底するように職員
を始め、利用者に促した。

【運営方針】
高瀬振興協議会をはじめ地区の他団体との連携を重視
した運営が出来ている。

【広報活動】
各事業を中心に公民館だよりを月1回のペースで発行し
た。A3サイズの公民館だよりが5回も発行できたので、
今年度の目的は達成できた。ホームページの更新も昨
年度よりできた。
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朝日
大きく変化する社会情勢の中で地
区の住民が求めていることが何か
を把握し、地域の方が求めている
社会教育事業を展開する。中心
に子どもをおき、地域がつながり
をもって「人が育ち・人がつなが
り」明るく元気な地区を作るために
公民館事業を企画・展開する。

コロナウィルスの影響
で、利用制限がかかっ
た時期もあったが、昨
年度よりは若干利用
者数等が増えた。ただ
し、ウィルス対策を講じ
た上で、できる事業を
開催したが、参加人数
が少ない事業もあっ
た。令和４年度につい
てもウィズコロナの中
での実施となるが、少
しでも利用者が増える
よう工夫していきたい。

本年度は、班回覧と全
戸配布をすべてカ
ラー印刷にし、視覚的
に手に取りやすいよう
にした。コロナウイルス
感染拡大のため、事
業実施ができない時
期もあり、紙面構成に
苦労した。紙面の大き
さを変えながら、発行
した。公民館活動をは
じめ地域行事も積極
的に掲載することで、
情報発信基地として
各種お知らせができる
よう努力する。

コロナウィルスの影響
が引き続きあったが、
できることをやるという
方針のもと、各講座の
内容を変更しながら
も、実施した。ただし、
ウイルスの感染が拡大
し事業実施できない時
期があったため、事業
によっては実施しな
かったものもあった。
そのような中で、何が
できるのか今一度振り
返り、次年度について
は、できることを実施し
ながら、地区の活性化
につなげたい。

昨年度に引き続き、コロナウィルスの影響で、事業も
制限が付いた中での実施となり、非常に難しい一年
となった。できる事業を実施したが、事業によっては
なかなか人が集まらないものもあり、出足の鈍さを感
じた。
地域や小学校との連携事業もできなかった。
そうした中でも「地域の寄り合い所」として、講座の開
催のない時にでも立ち寄ってくれる公民館を目指し、
継続して気軽に公民館を訪れる方を増やしていきた
い。
ちょっと寄ってみたくなる開かれた公民館となるよう、
より一層の努力を心がける。

【職員対応】
来館者に対するあいさつや丁寧な対応をすることを心
がけており、利用者の皆さまには気持ち良くご利用いた
だいている。

【運営方針】
コロナウイルス感染拡大のため、以前に比べ、地域、学
校、各種団体との連携を取る機会が減っている。計画に
ついては、コロナウイルス感染拡大で、中止になったも
のもあるが、概ね実施できている。

【広報活動】
コロナウイルス感染拡大のため、以前に比べ、地域、学
校、各種団体との連携を取る機会が減っている。計画に
ついては、コロナウイルス感染拡大で、中止になったも
のもあるが、概ね実施できている。

西有田
公民館は、地域住民のために、実
際生活に即する教育、学術及び
文化に関する各種の事業を行
い、住民の教養の向上、健康の
増進、情操の純化を図り、生活文
化の振興、社会福祉の増進に寄
与することを目的として運営を
行っています。
　近年、少子高齢化、地域コミュニ
ティの希薄化、防災等の安全に対
する意識の高まりなど、社会変化
が著しい中、地域で公民館が果
たすべき役割が重要となっていま
す。
　西有田公民館は 、地域住民に
親しまれる施設として、皆様に気
軽に利用され、つどいの場、地域
相互の学び合いの場、そしてまち
づくりの拠点としての役割を果た
すよう努めてまいります。

　新型コロナの影響
で、参加人数の制限
や、祭りの中止、公民
館利用の自粛など前
年同様に利用者が減
少傾向である。利用者
増のため期間を定め
て七夕飾りやロービー
展の開催に取り組み
公民館に、足を運んで
もらった。

事業や自治会活動の
減少が見られたもの
の、毎月1回の広報発
行ができた。また、
ホームページへの更
新については、個人
情報等の取り扱いに
注意した。

コロナの影響で教室
の利用者を制限したこ
とで、主催事業の取り
組みが難しかった。ま
た、ロビー展の開催等
参加者増を図るため
工夫しながら事業に取
り組んだ。高齢化が進
み公民館に足を運ぶ
人数が減少しており、
こちらから出向く出張
公民館教室や、参加
しやすい曜日に配慮
した取り組みを検討す
る。

新型コロナの影響が続く中、公民館へ足を運ぶ人数
が減少しており、元の生活様式に戻るのに時間を要
するものと思われる。コロナ発生から3年目となりワク
チン接種の進展等で、徐々に公民館利用者は戻りつ
つある。
　運営委員会の視察が本年も中止となり先進地の情
報を得ることが出来なかった。運営委員会では、若い
人の参加の工夫の為日曜日の講座等貴重な意見も
寄せられた。各学習では、コロナの影響もあり事業を
中止する教室も多くあった。また、部屋の人数制限に
伴い、講演会等広く呼びかけが出来なく公民館の持
つ機能を最大限発揮できなかった。人権研修につい
ては、自治会長、推進委員の町内指導者を集めて、
差別の実態について講演会を開催したことが好評で
あった。公民館利用の工夫としては、七夕飾りやロ
ビー展、屋外での花植え、自主学習教室の充実に努
めた。

【職員対応】
職員は利用者の意見を聞き改善するとともに、利用しや
すい雰囲気に努力している。また、気軽に公民館へ足
を運んでもらえる雰囲気づくりも出来ている。このこと
は、地域住民とコミュニケーションを図る上で大事なこと
であり仕事に還元できた。

【運営方針】
常任委員会、通常委員会では多くの意見が出され事業
に反映することが出来ている。新型コロナの影響で、視
察研修が出来なかった。

【広報活動】
コロナ禍で事業回数、地域の事業が減少する中、月1回
の発行ができた。



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

東有田
基本理念・・・・・「思いやりの　心あ
ふれる人づくり　地域づくり」
運営方針・・・・・地域の皆さんとと
力を合わせ、引き続き地域に根ざ
した「学び」の場の提供に取り組
むとともに、地域の活性化
                  を目指した地域づく
りにも積極的に取り組んでいく。

コロナ禍の中、前年度
より自主学習教室・貸
館の稼働数が伸びた
が、全体的に低調は
変わりなかった。
主催事業は全般的に
参加者の固定化が進
んでおり、新しい公民
館利用者を増やす必
要がある。

広報発行は計画通り
に実施できた。
ホームページの更新
は、１００回以上の更
新を目標としたが達成
できなかった。月によ
り更新回数にバラつき
があるため、コンスタン
トに更新することが必
要。

令和３年度も年間通し
て、新型コロナウイル
スの影響により、事業
の延期や中止があり、
特に１月以降の事業
がほとんどできなかっ
た。そのため、指定管
理料も５０万円を超え
る返金となった。極力
返金を少なくする事業
実施を検討しなけれ
ばならない。

令和３年度も新型コロナウイルスの影響が大きく、事
業の延期や中止が相次いだ。
感染者が増加し、規制が強化される場合は仕方がな
いが、現在では感染防止の対策や行動が明確に
なってきており、感染予防対策に対応した事業実施
を検討しなければならない。
主催事業や自主学習教室の受講生は固定化し、減
少傾向にあるため、わくわく感、感動がある魅力的な
新規事業や新規教室の立ち上げが急務である。

【職員対応】
公民館利用者に対して適正な対応ができている。今後
も掲示物などの工夫を行い、さらに利用しやすい環境
づくりに努める。

【運営方針】
　運営方針としては妥当であると考えられるが、今後は
公民館として社会教育法や社会教育理念に基づいた
学習機会の提供はもちろん、近年多発する自然災害や
疫病災害など、地区住民に大きな影響を与える事象へ
の備えについて学習や啓発を行うなど、時世に合った
運営を行わなければならない。

【広報活動】
読んでもらえる広報紙を目指して、読みやすく、親しみ
のある紙面づくりに努めた。掲載記事には、公民館事業
だけではなく地域の様々な情報を発信するなどしている
が、さらに地域活動等の記事を増やしたい。
　若者層への周知を目的に、facebookなどのSNSを利用
した情報発信も必要である。

小野 生涯学習の充実と地域及び各種
団体との連携を図り、地域住民相
互ふれあいを深めながら健康で
明るい生活の実現と豊かなまちづ
くりを目ざします。

振興センターへの要
件の方へも声掛けを
行い、今後の事業に
ついてチラシを渡した
りときっかけを逃さない
ように取り組んでいる。
また、事業参加者に適
宜アンケートを取り、
事業内容等に生かし
ている。

地区の公民館運営委
員や地区住民の意見
や要望を聞き、事業計
画に基づいて運営し
ている。

広報発行回数は１２
回、ホームページの更
新は２２回行った。広
報では公民館事業や
地域情報を紹介した。
写真やフォントを大き
くしたことで、読みや
すい紙面づくりを工夫
した。

令和３年度もコロナ禍の感染状況を見ながら、制限
のある中での開館であった。R３年６月末には大分県
がステージⅠとなったが、日田市では７月末まで自粛
期間が延長され、８月３日にはステージⅡ、８月１７日
にはステージⅢに。R３年９月末～１２月の間は制限
もある程度緩和されたが、R４年１月１４日にステージ
Ⅱ、１月２０日にステージⅢに上がってからは年度末
まで厳しい制限の中での取り組みだった。これまで当
たり前のように行ってきた募集や告知が、コロナ禍の
制限人数などを考慮すると、声掛けなども行いにくい
状況だった。このような中、令和２年度に比べると来
館者数は増えたが、まだコロナ禍前の５割程度なの
で次年度はさらに来館者数が増えるよう取り組んでい
きたい。

【職員対応】
振興センターへの要件の方へも声掛けを行い、今後の
事業についてチラシを渡したりときっかけを逃さないよう
に取り組んでいる。また、事業参加者に適宜アンケート
を取り、事業内容等に生かしている

【運営方針】
地区の公民館運営委員や地区住民の意見や要望を聞
き、事業計画に基づいて運営している

【広報活動】
広報発行回数は１２回、ホームページの更新は２２回
行った。広報では公民館事業や地域情報を紹介した。
写真やフォントを大きくしたことで、読みやすい紙面づく
りを工夫した。



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

大鶴
日田市大鶴公民館は、地域に密
着し住民に開かれ、多くの住民が
利用しやすい公民館を目指して、
各種事業の充実を推進し住民の
教養の向上、健康の増進、情操
の純化を図り、生活文化の振興、
社会福祉の増進に努めます。
　公民館は地域住民にとって最も
身近な学習施設であるだけでは
なく、地域課題解決の場とともに
地域の絆を強め、人づくり・地域
づくりの拠点としての役割を果たし
ます。

主催事業について
は、地区を2班に分け
ることで密を回避する
などの工夫を行った
が、事業数は減少し
た。公民館ロビーを活
用し、掲示物のテーマ
別の展示、または地域
の方の作品を展示す
るなどの工夫もした。
公民館利用について
も利用者が利用後消
毒作業を行うことが周
知徹底全体的されて
いる。コロナ禍の影響
により利用数は減少し
ている。

地域の方から「工夫が
見られる」「読みやす
い」などの声をいただ
いている。自治会や地
域団体から活動の報
告を載せてほしいとの
依頼も多くなり地域の
方に認知されてきた。
また自主学習教室で
は教室生の減少が課
題となっており、公民
館だよりを活用した自
主学習教室の周知を
工夫しながら取り組ま
なければいけない。

昨年度と同様、コロナ
禍の中での事業実施
にあたり、3密を避ける
工夫（同じ日に2部構
成。地区を2班に分け
て別日に開催）をして
開催したが、回数は減
少した。コロナにより、
宿泊やバスを用いた
事業に規制がかかり、
中止となる講座が多
かった。そういった中、
全て中止するのでは
なく、市内の施設や資
源を活用し工夫しなが
ら講座の提供ができ
た。

感染症対策で事業内容の変更や中止が相次ぎ、事
業実施の難しい年であった。しかし、広報を利用し公
民館に集まらずとも地域住民に参画してもらえる企画
や、感染症対策の規制を実施しながらも、市内の施
設や資源を利用した活動など、コロナ禍の中で知恵
を絞り、工夫をしながら開催した事業は、コロナ禍前
には気づかない視点でもあり、次年度やコロナ終焉
後も活用できる事業であった。多くの人が集まる事が
現時点では難しいが次年度以降も運営委員会や地
域団体、夜明公民館など他の公民館などと連携しな
がら、地域の学びの拠点としての役割を果たしていく
事が必要。

【職員対応】
あいさつプラスひと言交わすことを心がけ、地域の方と
話をすることが、地域のことを知り、人を知る事に繋がっ
ている。

【運営方針】
基本方針に沿った運営を心がけている。

【広報活動】
地域の方から「工夫が見られる」「読みやすい」などの声
をいただいている。自治会や地域団体から活動の報告
を載せてほしいとの依頼も多くなり地域の方に認知され
てきた。また自主学習教室では教室生の減少が課題と
なっており、公民館だよりを活用した自主学習教室の周
知を工夫しながら取り組まなければいけない。

夜明
日田市教育行政基本方針に基づ
き、子どもから高齢者までの多様
な学習要求に対応した魅力ある
学習機会の提供と、地区住民の
学習意欲を促進します。また、夜
明は小規模ですが、ふるさとを愛
する心と元気に満ちた地区です。
そういった夜明の活力を活かし、
家庭・学校・地域が一体となって、
今以上に誇れる「ふるさと夜明」を
住民自らの手で作り上げられる様
な取り組みを、地域の社会教育関
係団体等と連携・協力し推進しま
す。

利用制限が行われた
時期があるものの、教
室の実施回数並びに
利用者数は、令和元
年度並みに回復する
など、気をつけながら
利用いただく事ができ
た。

夜明の出来事を積極
的に載せ、より多くの
人に見やすく、読みや
すい紙面を心がける。

令和２年度から続くコ
ロナウイルスの影響が
あり、予定どおりの内
容、スケジュールで開
催することが出来な
かった。
　広報については、主
催事業の少ない分地
域情報に力を入れ、
住民により多くの情報
を提供することが出来
た。

夜明地区は中山間地域で高齢化率も高く、また公共
交通アクセスも不便であり利用者が限定的になりつ
つある。広く利用できる施策を中長期的な検討を心
がけながら事業を行っている。
　今後も参加者のニーズを把握し、地域住民が積極
的に参加したい事業展開に心掛ける。

【職員対応】
利用者の皆さまには、気持ち良くご利用いただいてい
る。

【運営方針】
地域、学校、各種団体との緊密に連携し事業を展開し
てきた。コロナ禍で活動自体は縮小せざるを得ない状
況であったが、内容としては充実していた。

【広報活動】
多くの人に興味を持って見ていただけるよう、カラー印
刷にするなどの紙面づくりに工夫を行っている。しかし、
応募状況からみると、講座内容の充実とともに、広報に
もまだ工夫が必要である。



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

五和
五和地区住民の生活に即した教
育や学術・文化に関する事業を開
催、または促進し、社会福祉の増
進に寄与する。
青少年の健全育成、成人高齢者
の生涯学習、人権啓発・家庭教育
の充実を図り、五和地区全体の地
域活性化に向け、各種事業を推
進していきたい。

コロナ禍による自粛要
請は、高齢の利用者
には大きな懸念事項
であり、その影響から
か利用はかなり減少し
ている。貸館利用者が
増加しているのは選挙
の影響で、通年利用
が増えたわけではな
い。コロナ禍でも可能
な計画を練り、臨機応
変な対応をしていく。

月1回の全戸配布によ
り事業情報は十分に
発信できた。東部包括
支援センターの協力も
引き続き受けている。
ホームページ内の
データ整理により、更
新が減ってしまった。
その分過年度のデー
タが見易く、またトップ
画面からの遷移もわか
りやすくなった。令和4
年度はこの基盤を維
持しつつ、更新回数を
増やしていく。

継続の受講生は向学
心があり、複数の活動
に積極的である。新規
利用者の増加を図る
ため、スマートホンの
使い方講座などを開
催。応募は多くあった
が、そこから継続利用
につなげるにはまだ課
題が多いように考え
る。アウトリーチでの講
座なども実施し、地域
での認知度を底上げ
していく。

前年度の数と大幅に変わった点もあるが、内情として
は大きな違いはない。コロナ禍でありながらも消極的
になりすぎることなく、工夫して活動はできた。惜しむ
点は前年度のやり方をそのまま踏襲している部分が
多くあったこと。変化の必要な部分には手を入れ、地
域への協力も仰ぐなど、質・量ともに事業内容の充実
を図っていく。

【職員対応】
年度当初の活動自粛要請時に各部屋の清掃を行っ
た。安全に利用してもらえるよう、設備点検も日々行って
いる。電話応対にも気を配り、いつも明るく接するよう心
がけている。モニタリング評価も問題はない。

【運営方針】
運営委員会での質疑応答も活発である。委員はみな地
域の活動に根差した方ばかりで、地域力の柱となってい
る。今後も通常委員会や常任委員会、モニタリング調査
の意見を活かしさらなる発展に努めていく。

【広報活動】
月１回の発行で地区民に十分公民館活動の周知が図
られた。チラシ等での事業開催告知も工夫した。ホーム
ページは今後更新を増やしていく。

前津江
幼児から高齢者まで地域に根差
した生涯学習の拠点として.教育・
学術・文化に関する各種事業を提
供すると共に、住民自らが地域の
課題を考え解決するための学習
の拠点とします。

コロナウイルス感染拡
大予防の観点より実施
できなかった事業等が
あったがコロナ禍にお
いても出来ることを考
え実施した結果が利
用者数の増へと繋
がったと思う。

広報・チラシともに必
要分発行できた。令和
2年度同様に新型コロ
ナウイルス感染が広が
るなか、積極的な呼び
かけが出来なかった。

コロナウイルス感染拡
大予防の観点より実施
できなかった事業等が
あったがコロナ禍にお
いても出来ることを考
え実施した結果、開催
総数ならびに利用者
数の増へと繋がったと
思う。

コロナ禍で出来る範囲の活動となったが認知症予防
教室等の主催事業の回数を増やし開催することが出
来た。また立ち上げから７年たったまえつえセミナー
では、セミナー立ち上げ当初の目的は、ある意味達
成出来たという考えに至り、例年の活動から脱却し、
令和３年度途中より新規事業で「まえつえセミナーに
在籍の方々」や「地区の有志の方々」に集まってもら
い、まえつえセミナー第２弾ということで前津江のいい
ところを紹介する「みちばた案内人」制度をより多くの
地区民を巻き込み展開し、定着させ公民館を利用し
ていない人への更なるアプローチが必要である。

【職員対応】
地域に開かれた公民館として現状維持でなく、より利用
しやすい公民館としての役割を果たすよう、利用者にモ
ニタリングの活用をお願いした。

【運営方針】
地区民の意見を取り入れ、より利用しやすい公民館とし
ての役割を果たすよう、利用者にモニタリングの活用を
促進し意見も募っており運営方針に沿った活動がおこ
なえている。

【広報活動】
計画通りに公民館だよりの発行ならびにHPの更新を積
極的におこなえた。次年度は更なる充実を図りたい。



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

中津江
中津江の下記のような諸課題に
対して、社会教育の側面から事業
に取り組みます。１．高齢化が進
み、住民ひとりひとりの日々の暮ら
しの「質」をより良くしていくことは
大きな地域課題です。健やかでイ
キイキとした生活を支える事業に
取り組みます。２．中津江の子ども
たちは、中学卒業後に多くが津江
を離れていくことになります。その
前提とした企画を「コミュニティ・ス
クール（CS）」をより活かした形で
取り組みます。３．中津江村の資
料・記録は散逸の危機に直面して
おり、今が最後の機会となってい
ます。住民の力をお願いしながら
貴重な資料・記録の収集整理に
あたる事業に取り組みます。

事業の集中する２月～
３月にかけて、新型コ
ロナウィルスの流行が
あったが中津江ホー
ル最後の年でもあり対
策をしながら開催でき
た。

地域情報は振興局だ
よりや住民自治組織だ
よりで取り上げている
ため、内容の精査が
難しくなっている。
そうした中でも公民館
の情報を中心に、月1
回の発行ペースを
守っていきたい。

少子高齢化に加え、
新型コロナウィルス感
染防止対策のため、こ
れまで通りの実施が難
しくなっている中、新
たな事業実施の在り
方を模索している。ど
のような環境下でも地
域住民にとって役立
つ公民館であるよう、
臨機応変に対応した
い。

これまで考慮しなければならなかった諸問題（少子高
齢化、地域人口減少、新たな組織の発足等）に加
え、猛暑や自然災害、コロナウィルスへの対応も必須
となり、既存の主催事業での枠組みや年間計画通り
に事業実施をすることが一層難しくなると予想され
る。長らく継続性のある主催事業を作っていく事が重
要であったが、時事的内容であったり、地域ニーズに
即した新たな事業を臨機応変に計画・実施していく
事がこれからの公民館に求められてきている。当面
はコロナウィルス対策として、公民館利用でも様々な
条件下でのみ実施が許される状況が続く為、現状で
実行可能な公民館運営の形を探っていく。また、今
後もまちづくり組織やコミュニティスクール、地区社
協、放課後児童クラブ等のまちづくり・教育・福祉関
連の諸団体と密に連携し事業実施をしていく。

【職員対応】
コロナ禍は続いており、感染対策を行いながらの公民館
運営を行った

【運営方針】
運営委員会と緊密な連携を取り地域のニーズを把握す
ることに努めた内容の展開を図る

【広報活動】
毎月1回発行を予定していたが、告知タイミング上から
半月ずらして発行した月があった。
他団体の発行物も増えた為に重複するような内容は避
けており、
最近は公民館の話題が中心となっている。

上津江
日田市教育行政実施方針を基
に、地域の声を聴き、地域に親し
まれる公民館を目指し、各種団体
と連携を図り、地域の生活に根差
した事業・住民の学習意欲を高め
る事業・街づくり支援事業を核とし
て幅広い年齢層の方々を対象と
した各種事業を開催します。
上津江公民館は地域の皆さんの
声に耳を傾け今の課題を引き受
けながら様々な講座を開催し、生
涯学習の場を提供するとともに人
と人のつながりが生まれるような事
業を推進します。

コロナ禍2年目。新型
コロナウイルス感染症
の影響により、中止や
延期、内容変更となっ
た事業も多いが、感染
予防対策を講じながら
できる範囲で実施し、
１年目より多くの事業
を実施することがで
き、利用者も増加し
た。自主学習教室で
はコロナ禍が始まって
以降、まったく活動が
できていない教室があ
り、モチベーションの
維持に苦心している。

　公民館だよりは、公
民館フェスティバルの
内容変更により臨時号
の発行がなかったが、
あとは計画通り発行す
ることができた。チラシ
も事業の状況に応じて
発行することができ
た。ホームページは地
域の話題等を取り入
れながら、前年度並み
に更新することができ
た。

大声での発生や歌唱
等を伴う活動の自粛
要請が何度も出され、
自主学習教室の活動
が太太気味であった。
解除になった後もカラ
オケ教室は自粛を続
けている。バスを使っ
た研修や市外での活
動ができない期間が
あり、視野を広げる機
会が制限された。公民
館フェスティバルにつ
いては、委員さん方と
の話し合いを重ねな
がらギリギリまで開催
の方向で準備をしてき
たが自粛期間が何度
も延長になったことか
ら参加希望団体が減り
続け中止に至った。自
粛期間の対応が課題
である。

各事業とも、運営委員会と連携し、地域住民や参加
者の意見を聴きながら実施することができた。
多くの方々に公民館へ立ち寄っていただき意見を聞
かせていただくことが出来た。地域の方に親まれる公
民館をこれからも目指したい。
事業内容や開催方法、公民館の利用の仕方など守
らねばならないことが多かったが、利用者のみなさん
の理解と協力で1年間の事業を終えることが出来た。
今の状態が今後も続くことが予想されるが、コロナ感
染症の対策が最大の条件となる中、どのように事業を
展開していくか考えていかねばならないまた、。地域
に出かけて情報収集や情報発信をしていくことで公
民館を知ってもらうことで新しい繋がり委が出来るの
ではないだろうか。

【職員対応】
参加者1人一人に丁寧に対応し、安心して事業に参加
してもらう事ができた。事業以外にも公民館に立ち寄る
方が増え、地域内の情報がたくさんよせられ、とても良
い関係が出来ている。また、施設内で花を育て緑を絶
やさない環境をつくり明るい公民館として喜ばれた。

【運営方針】
目標達成を目指して努力することができた

【広報活動】
公民館だよりは、公民館フェスティバルの内容変更によ
り臨時号の発行がなかったが、あとは計画通り発行する
ことができた。チラシも事業の状況に応じて発行すること
ができた。ホームページは地域の話題等を取り入れな
がら、前年度並みに更新することができた。



利用状況 広報活動 主催講座
運営委員会評価

令和3年度の反省・評価

公民館 運営方針
反　　　省

総合評価

大山
地域に密着した公民館、住民に
開かれ利用しやすい公民館として
教育の向上、健康の増進、情操
の純化を図り、地域住民の「学び
の場」「集いの場」「交流の場」とな
り、住民が豊かな生活を送ること
ができるよう公民館運営を実践す
る。

各種講座で密集・密
接を回避できるよう参
加人数を調整した。

令和４年１月、2月に新
型コロナウィルス第6波
感染拡大のため主催
事業が実施できな
かったことによりホーム
ページの更新も1月・2
月は少なかった。公民
館だよりでは「100のコ
ト委員会」や「地域行
事大山こども相撲」に
ついても掲載すること
ができた。

青少年、成人を対象と
した自然観察会を企
画・実施、環境問題や
郷土愛を育む講座とし
て有意義なものとなっ
た。料理教室の対象
を女性にも広げたこと
で会員増加となり会員
相互の交流ができた。
町内人権学習会につ
いては自治会が会合
をする機会がなかった
ため計画通りに実施
できなかった。

新型コロナウィルスの影響で、バスを利用した研修視
察等ができないながらも、青少年事業では市内で野
外体験、他館との交流事業を行うことができた。「自
然観察会」等野外活動を積極的に取り入れ、身近な
地域の自然の素晴らしさを学ぶ機会を提供できた。

【職員対応】
大山公民館改修後、快適に公民館を利用できると利用
者から評価を受けた。

【運営方針】
「学びの場」「集いの場」「交流の場」として、開かれた公
民館を実践した。コロナ禍でも工夫した講座を実施し
た。

【広報活動】
計画的に発行した。発行するタイミングを考えて事業告
知を行った。

天瀬
日田市公民館運営事業団の地区
公民館像「地域に密着し、地区民
の利用しやすい公民館」に基づ
き、集い・学び・夢が実感できる、
時代に合った公民館づくりに取り
組む。
　引き続き、「元気で魅力あふれ
る」公民館づくりを基本方針に掲
げ、知己の人が共に支えあい「誰
もがちょっと寄ってみたくなる・魅
力あふれる」地域に根差し、多く
の住民の方に利用いただける公
民館づくりに邁進する。

昨年度に比べて主催
事業、貸館の利用者
は増えている。コロナ
禍でも出来る限り事業
を展開した。
自主学習教室につい
ては、活動自粛をした
教室やコロナ禍で辞
めた教室があるため、
利用者も減っている。

公民館だよりについて
は、予定通り発行出来
た。地域の情報ももう
少し掲載していきた
い。
ホームページは、昨年
度より更新回数も増
え、主催事業だけでは
なく、地域の情報も掲
載することが
出来たのは良かった。

新規事業を立ち上
げ、昨年度よりも開催
数も増えた。まだコロ
ナ禍で予定通りの事
業の実施は出来な
かった。

今年度はコロナ禍でも工夫しながら事業を展開して
いきたい。そのためには、地域住民のニーズを読み
取って、事業をさらにブラッシュアップして多くの方が
参加出来るように進めていく必要がある。
地域の各種団体等とも連携を図りながら、魅力あふ
れる公民館づくりを推進していく。

【職員対応】
公民館利用者に対しては、いつも丁寧に対応し、気持
ち良く利用していただけるように努めている。

【運営方針】
コロナ禍で当初の計画通りには実施出来なかった事業
もあったが、ほとんどの事業は前年度より実施がすること
が出来た。今後もコロナ禍でも実施できるように工夫し
ながら事業を展開していきたい。

【広報活動】
公民館だよりについては、写真とイラストを使用して、見
やすい紙面づくりを心掛けている。ホームページのブロ
グも常に新しい情報を掲載するようにしている。


